
平成28度日本産業衛生学会東海地方会学会　プログラム

日　時：　平成28年11月12日（土）　9：15受付開始
会　場：　浜松医科大学講義実習棟1階　特別講義室
学会長：　尾島 俊之 （浜松医科大学 健康社会医学講座 教授）
共　催：　静岡県医師会

《プログラム》　
　 9：50～12：00　一般演題
　　　　　　　　　　　演題番号101～110
12：00～13：15　昼食交流会
13：15～13：25　地方会長挨拶	柴田　英治　(愛知医科大学　医学部　衛生学講座　教授)
13：25～13：30　学会長挨拶　　	尾島　俊之 （浜松医科大学 健康社会医学講座 教授）

メインテーマ：「現場のデータを産業保健活動に活かす」
13：30～14：30　基調講演　「職場巡視から始める産業保健活動－活きたデータを捉える－」
座長：斉藤 政彦（大同特殊鋼株式会社 統括産業医）
演者：加部 勇（古河電気工業株式会社 人事総務部衛生管理センター 統括産業医）
  14：30～14：40　休憩
14：40～16：40　シンポジウム　「各企業における活動事例」
座長：尾島 俊之 （浜松医科大学 健康社会医学講座 教授）
巽 あさみ （浜松医科大学 地域看護学講座 教授）
シンポジスト：
「データを使って進める喫煙対策」
守田 祐作 （新日鐵住金株式会社 名古屋製鐵所 安全環境防災部 産業医）
「『トヨタの問題解決』による要因解析とメンタルヘルス活動への活用」
松浦 清恵（トヨタ自動車株式会社 安全健康推進部 保健師）
「特殊健診での教育効果、分散型事業所の健診事後措置等の活動評価」
山本 誠 （ヤマハ健康管理センター 産業医)
		　　　　　　　　　
16：40　     　閉会

単位認定：　　　午後の基調講演及びシンポジウムが対象となります。
【日本医師会認定産業医研修会】生涯-専門 (基調講演1単位,シンポジウム2単位,合計3単位)
【日本医師会生涯教育】(基調講演1単位,シンポジウム2単位,合計3単位)
【日本産業衛生学会産業保健看護専門家制度委員会単位認定研修会】
(基調講演1単位,シンポジウム1単位,合計2単位)

　一般演題


9:50～10:26　座長　大久保 浩司（トヨタ自動車（株）安全健康推進部 統括産業医）

　101　ストレスチェックの実施状況と問題点のアンケート調査
	 ○斉藤　政彦　（大同特殊鋼（株））

102  職場からの情報提供で診断名が変わり治療が奏功した過眠を主訴とする注意欠陥・多動性障害の１例
	 ○守田　祐作　（新日鐵住金（株）名古屋製鐵所）

　103　看護職と産業医との連携　産業医面談同席を行った３年間の報告
　　　 ○松本　光恵　（ヤマハ健康管理センター)

10:31～11:19　座長　八谷 寛（藤田保健衛生大学医学部公衆衛生学 教授）

　104　繁忙期の職場の健康管理への24時間心拍変動の試用
　　　 ○久永　直見　（愛知学泉大学家政学部）

[bookmark: _GoBack]105　免許取得基準の評価方法　プラス思考の一例について
   　～小型船舶操縦免許取得基準設定の経緯～
	 ○高柳  泰世　（本郷眼科）

　106　労働作業が原因と考えられた疲労骨折の４症例
　　　－下部頸椎・上位胸椎棘突起骨折の３例と第１肋骨骨折の１例－
	 ○中川  武夫　（中京大学、辻村外科病院）

　107  図書館の古典籍の頁間に撒かれていた白粉への労働衛生的対応
　　　 ○榊原　洋子　(愛知教育大学保健体育講座）

11:24～12:00　座長　上島 通浩(名古屋市立大学大学院医学研究科環境労働衛生学分野 教授)

108  ヒ素の職業暴露と難聴リスクの可能性
 　　　○李　香 　（名古屋大学大学院医学系研究科環境労働衛生学）

　109　紫外線曝露によって誘発される健康障害
　　　 ○長谷川　まり　(名古屋大学大学院医学系研究科環境労働衛生学)

　110　インジウム化合物に曝露した培養細胞におけるニトロ化DNA損傷
　　　 ○平工　雄介　（三重大学大学院医学系研究科環境分子医学）

